
令和６年９月 26 日 

令和６年度第６回天竜区協議会地域課題 

    

質問(意見)項目 
ア 県道 283 号横川磐田線の早期開通を求めるオンライン書

名について 

質問(意見)内容 

１ 県道 283 号横川磐田線はどのような目的で計画され、現

在はどのような扱いか。 

２ 署名活動をどのように受け止めているか。 

３ 署名が提出された場合、市は受け取るか。 

４ 中山間地域の災害時の迂回路について、どのように考え

るか。 

担当課（回答） 天竜土木整備事務所（連絡先 926-2270） 

回答 

１ 県道 283 号横川磐田線の現状と計画 

現在の県道 283 号横川磐田線の整備状況は、(国)362 号と

（主）藤枝天竜線の合流部分は一部舗装を実施されてお

り、その中間部は、未舗装区間と自動車交通不能区間の未

整備区間となっています。（資料１参照） 

未整備区間の整備については、計画がない状況です。 

 

２ 署名活動をどのように受け止めているか 

令和５年 8月に地元自治会から（一）横川磐田線の整備に

関する要望書が提出されており、地域の皆様の思いは認

識しております。今回の署名運動につきましても貴重な

ご意見として受け止め、今後の参考と考えています。 

 

３ 署名が提出された場合、市は受け取るか 

オンライン署名が提出された場合は、お受け取りします。 

 

４ 中山間地域の災害時の迂回路 

  現在、(国)152 号、(国)362 号、(国)473 号等、緊急輸送

道路に指定されている地域の幹線道路における道路斜面

対策を計画的に実施しています。 

併せて、緊急輸送道路が被災した場合に迂回路として機

能を発揮する県道、市道についても、点検結果や被災履歴

を踏まえ道路斜面対策を進めるとともに、路面整備等の

機能強化に取り組んでいるところです。また、今年 1 月

の能登半島地震の被害状況報告を受け、緊急点検を実施

しており、今後、危険箇所の対策の実施を計画していま

す。 

引き続き、迂回路の更なる機能強化を図っていきます。 
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①開設延長L=639.5m
②交通不能区間延長

L=1,214.5m
③開設延長L=817.1m
④区間延長L=2,671.1m

④

【資料１】



令和６年９月 26 日 

令和６年度第６回天竜区協議会地域課題 

 

質問(意見)項目 イ 新「天竜区」魅力発信プロジェクトについて 

質問(意見)内容 

１ プロジェクトを始めるに至った経緯、目的は何か。 

２ どのようなメンバーで構成されているか。 

３ 今までの成果やこれからの予定はどうか（具体的に）。 

４ 今後、どのような形で情報発信する予定か。 

担当課（回答） 区振興課（連絡先 922-0013） 

回答 

 

１ 経緯・目的について 

  天竜区役所では、令和３年度まで「てんりゅうプラス」と 

銘打ち、独自の広報活動を展開していた。 

令和６年１月１日から新３区体制がスタートしたことを 

契機に、地域の歴史、文化、自然やイベントなどを区内外に 

情報発信し、交流人口の拡大をはかり地場産業（観光業、農 

業及び林業）の振興につなげるために新「天竜区」魅力発信 

プロジェクトを発足した。 

２ メンバー構成について 

天竜区役所、各支所及び天竜福祉事業所の職員 11 人で構 

成。（協力：天竜高校） 

３ 今までの成果やこれからの予定について 

（１）今までの成果について 

     ア チームメンバーによるインスタグラムを使っ 

      た情報発信 

     イ 浜松市やらまいか大使等によるＳＮＳを使っ 

た情報発信 

  （２）これからの予定について 

     下記「４ 今後の情報発信について」参照 

４ 今後の情報発信について 

  （１）新天竜区一体感醸成事業 

     ・詳細は、「別紙１」参照 

  （２）北遠の観光情報等の一元化 

     ・新たにＰＲ情報を作成し、一元管理することで、 

      見やすく、分かりやすい情報を提供していく。 

  （３）天竜区外へ積極的な情報発信 

     ・東京で開催される「浜松やらまいか交流会」等に 

ＰＲブースを出展 



新天竜区一体感醸成事業 

 

  １ 浜松市やらまいか大使久保ひとみ氏によるラジオ公開生放送 

Ｋ－ＭＩＸラジオパーソナリティ浜松市やまらいか大使久保ひとみ氏の公開生放送を 2024

ザ・山フェス（10/19（土））会場で実施し、聴取率の高い人気番組で広く県内全般に天竜区

をＰＲする。 

 

  ２ 浜松市やらまいか大使ＥＲＩＫＯ氏によるミニコンサートとトーク 

     天竜浜名湖鉄道「花のリレープロジェクト」でテーマソングを歌う浜松市やらまいか大 

使のＥＲＩＫＯ氏のミニコンサート及び森林のまち童話大賞入賞作品朗読を「2024 ザ・山 

フェス」（10/19（土））会場で実施し、トークコーナーで天竜区をＰＲする。 

 
  ３ Ａ４版冊子「天竜・引佐」へ折り込む「特別ふろく：北遠秋まつり」の作成 

     北遠秋まつりの情報及び各地元民しか知らない情報を提供するチラシ配布する。 

 

  ４ 北遠秋まつりとの連携 

（１）「2024 ザ・山フェス」の開催後、順次開催される北遠秋まつりの各会場で景品がもらえ 

るスタンプカードを来場者に配布し、各地域への誘客を促進する。 

    （２）「天竜産業観光まつり」において、静岡県立天竜高等学校（以下「高校生」という。） 

天竜ラボの活動紹介ブース設営及び浜松山里いきいき応援隊等協力で高校生が、ワーク 

ショップを運営する。 

    （３）高校生による会場のにぎわい動画（クローバー通りＰＲ含む）の編集作業 

    （４）高校生による「天竜産業観光まつり」の会場となるクローバー通りの商店街の魅力発信 

 

  ５ 2024 ザ・山フェスへのブース出展 

     2024 ザ・山フェスにブースを出展し、地域振興の促進のため、北遠秋まつりのＰＲを行う。 

 

  ６ 北遠秋まつり来場促進ＷＥＢ広告 

     北遠秋まつりの情報について、中山間地域に興味・関心のある人に対し Web 広告を展開

することで、来場者の増加を目指すもの。 

 

  ７ 浜松やらまいか交流会でのＰＲ 

     令和７年２月４日（火）に東京で開催される「浜松やらまいか交流会」へ天竜区をＰＲ

する。 

別紙１ 


